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Richard SZIPPL名誉教授　退職記念号
南山大学長　鳥巣　義文
　南山大学外国語学部ドイツ学科教授であった Richard SZIPPL先生は、2019年 3月
31日、本学をご退職されました。SZIPPL先生は 28年の永きにわたり本学における
教育研究ならびに学部・研究センター等の運営に携わり、また副学長（国際担当）も
務められ、大学全体の発展のために大変ご尽力くださいました。ご退職にあたっては、
先生のご功績を称え、本学から名誉教授の称号を贈呈いたしました。また、このたび
南山学会は、深甚なる敬意と感謝の念を込めて、先生の退職記念号として『アカデミア』
人文・自然科学編第 19号を発刊することにいたしました。ささやかではありますが、
これが多少なりとも先生方へのご恩返しになれば望外の幸せに存じます。
　SZIPPL先生は、神言修道会会員で、米国 Divine Word College哲学科卒業後に、学
生として来日され、しばらく南山大学助手を務められ、南山大学文学部神学科および
南山大学大学院文学研究科神学専攻の課程修了後に、さらなる歴史研究のために米
国ノートルダムへ留学され、ノートルダム大学大学院博士課程を修了し、博士号を
修得されました。その後、1991年に本学文学部講師として着任され、助教授を経て、
1998年に教授に就任。2000年の改組により、南山大学外国学部教授となられました。
学内では、ヨーロッパ研究センター研究員、同センター長、国際教育センター長、学
科長など要職を務めてくださいました。特に 2002年から 6年間は、副学長（国際担当）
を務められました。その後、大学での教育研究を続ける傍ら、2008年から南山国際
高等学校・中学校校長も兼務されました。先生は大学着任以来、ドイツを中心とした
ヨーロッパと日本の歴史的・思想的関係に関連する多くの業績を表していらっしゃい
ます。
　SZIPPL先生の長年にわたる献身的な教育・研究、さらには大学運営への多大なる
貢献があってはじめて、現在の南山大学があるといえます。この偉大なご功績に心よ
り感謝し、今後も南山大学が更なる発展を遂げられるよう、全員で努力していく所存
です。ご退職後も変わらぬご指導とご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。
　最後に、ご多忙中にもかかわらず玉稿をお寄せくださいました皆様方に御礼を申し
上げますとともに、SZIPPL先生におかれましては、今後ともご自愛の上、いつまで
もご健康でご活躍なされますよう、心よりお祈り申し上げます。
